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脳原発悪性uソバ経の全身性転移は亨剖検時をこ確認さ

いトト一項▲ti榊報告日/I-い上 今l叫巨･言.'fp.行中こ･r

他臓器転移を確認できたと考えられる且剖検例を経験し

たので報祭する,

･iL‖拙さ､_ti二日'L/:汗i･~..iit珊:lミLがトl片 付を~麻刺臣虹 脳性

窓の診断をこて某病院でリ-ビリ治療を行なっていたがヲ

6月,意識障害出現.濃脳神経外科病院で頭蓋内悪性リ

ソバ経を駿がわれ,7月予当科縛ノ甜Å院.神経学的に,

噂眠ず右片麻棒認めやCTと脳血管撮影では悪性リンパ

腫をこ特徴的な所風を示した.全身的検索では髄の臓器に

腫癌性病変を認めなかった｡経藤摘出術を行ない9病理

診断は悪性リソバ経であったサ術後夢放射線及び化学療

法を行ない,CT止エソ-ソスされる経癌は摘発した.

8月中軌 外陰部をこ濃癌性病変出現.G汲-スキャンかこ

管,右頚部リンパ節及び外陰部をこ輿常餐横を認め,外陰

部は生検の結鼠 悪性リソバ経の病理診断であった,昭

和63年i月声腹部エニ3…をこて肝転移を指摘されたヰ望月
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A---75)多発性放射線壊死をきilこした脳原発悪
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~上紙 細眉 都 窪菟宗純 き

療法を行なった後議移項ヶ月を経て多発性のT盈di組も主om

nt,LtrいSiL<グ∴.･､ぎ-~､ぎ上出現し.10L,1トTげ蟻与巨-I.出現.

消遇を繰り返した症例を経験したので報告する.

症例は36才数枚でき開頭術をこよる轟捜織学的診断針こひき

つづき放射線治療をうげた83奪趨ヶ月を無症状をこすご

したあと,急速な臨床症状の悪化と衆にCT上で左前

頭葉白質をこエソ-ソ戊をうげる病巣が出現したp組織学

的診断言rこIdiこ1tionrlLゝL,I･()Sis二.やト､た..ill.後l〔けr巨rl

問をこ3度臨床症状の増悪を倖ない,CT土時期,発生部

位を違えて病巣の出現をみた.ステロイド大慶療法,外

減圧術等の加療をこぶ紺懸る紅再度開頭術をこより産と職掌的診

上.

難しい,左右大脳半球をこ時期を適えて多発性に出現する

という特異な臨床経過をとった---症例を豊示し,そのメ

カニズムおよび治療について覚猷的考察を加え報告する舟
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日中 畔[､■p. 更意
在県立
神経外宗岩綿 院議

症例は護7歳予男性か右半身鞘脱穀感を圭訴として,潤

和鎧漫隼且月や某病院を受診,頭部CWをこて右小脳半球

瞳慶の診断を受け9当料を紹介されÅ院となった,61年

望月全麻下をこ後頭下開頭術を行い予経藤を蔓勾限約にM堂摘

.Ll廿/I_･糾織言 LIt､.<I･川叶ILit.i(.料-(､も.'LlH1品111(刷1.i.-

t･ornt･1て予-i::/.勘簸1ミ:＼ド療沃 ･･rこIdiこItion.:＼し'＼LT.
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髄経等も試みたがサ髄腔内播篠を来し予発症より1年9
カ月で死亡した申

剖検では,脊髄の全長にわたって播種が認められ,普

た,肝門部リソバ節,及び肝窯繋内平肺,小骨盤リソバ

節,縦隔のリンパ節に転移厳を認めた｡組織像で苧肝の

額洞を中心をこ膝轟細胞が増殖し,また亨脊髄クモ膜のリ

ンパ管紅塵痴塞栓が認められることかだ),励行性及びu

ソバ行性に神経管外転移を来したものと考えられたb
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新生児後頭蓋蔑脳経轟を経験したので報告するk監症

例ヨ生後望週目の男児ブ妊娠速力月で切迫流産にて加療

を受けた.昭和62年旦且月3臥 満願自然分娩,盤昔時体

重30tはgr.:llr':uミ2点て粁牛肌EiFLTfii-'!,i使丁.中.

全身状態改善し.ll_F=Ill.t圭即,IT:L1,fI_.ll.｢‖封湖上日用

入院.頭囲に Ilぐlll.連J_1.ジ馴廿で結tiH11L171拡Lを示し

たq神経学的紅は太泉門が拡充膨隆しす左京櫓捜顔面神

経麻輝を認めた書だTでは閉塞性水頭症と左小男鎚半球か

乙､l,J､脳虫乱 .i]El綿樟∴巨.しーふ h',tLlT･OhTt,nt､OuSnli＼tゝLlL】州-

siい,左陣場,情,iJJ･-'∴･畑+I..＼ーⅠ-i:･t.-ニト施行後.lil_事j

8円膝藤部分摘出術を施行したや手術所見では9脳泰で

は境界鮮明であるが内部は塵界不鮮明な既海亀で声出血

の少ない軟らかい経歯が左小脳半球と小脳虫部を占拠し

ていた,巌織学的をこぼ声朴塾の未熟な細胞で構成されず

∴(L里仁7日こ,如く摘iL私学F'1,tj藩1,｣_､こTl:.電鵬的にはrllultiT10-
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A ?担う水頭症で発症 し骨滑断章郷寮繁藤郷を呈した
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内圧克進症状で発症L M隠首で累常を指摘されたが,

脳室胸陸短絡桁で軽快Lたため経過を観察していたす昭

付根-沼 Lリ､十 ･闘十頼照射畑∴ .二木燕 十日巨 ,泣

翌週琵琶的経過で軽快した しかし昭和転網-帰日如旬から

第捌縞笠を含む牽脳蔓系亡アう拡大と,鮭髄背側をこ造酢剤で

強が綱憾で高給SF3-を示す浄尋碗鮒齢)かとなを29脳血管撮

断て閲部位を!こ衿明な陣場陰断か造艶多き凍てttニ 折目逐日,

新たな神経学的脱落責糾締二招与税は認綴声がh凍 ていないや

最上芦水玉銅緑点 る野急造内圧j芳し遊転伐て発症し,経過

申十帖ヨー恒丹‖｣､畑＼･十 ∴巨卜昌雄∵言.･'‖車lL!･il轟

例を経験むむ齢でt遠目 の文献的考察を加凍て紺野する
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症例は霊才女健.昭和57祥一左前腕罵倒かfj観相,Ⅴ指

の温痛覚消集を認め除根こ左頭部から前約部へ温痛覚低

~紬監鉱が畑 58年某病院にて曹醜空洞症と診断された中

州;ト∴さ.!∵丹上狛.1.日;,r∴ :■!‥Jr'･肯･パ早目八上 中

∴(;i!十∴ :｣汗 卜汀､甘辛■工j∴.号 言∴㍉ ;トとJTL:l工 ､甘J､

温痛覚低下ヶ右は rm議窮鳥ド職級 温痛覚低下と左右 郡

招､軒の累常知覚を認め虹 運動麻将は左 邑磯は弛緩触

卜聴∵耳性∴ !⊇帖 ∴∵上湖上摘十㌦仕㌦ .tミニIl,i=油l･卜⊥

尉陽級 前腕尺髄腔筋萎縮を認めた.脊髄造影で,鮭髄

から第8胸椎レベルまでの脊髄の膝太を認めたがやSymi罵

言 1い1'lIrt･(1し'.T ∴ -･:I;･∴∴j_L目黒 ,;:;;㍉ 十･＼tl〈t

管,第後流髄鞘こ政友流恩寵な藤癌性病変を認めず椎骨動

脈遺影では9第璃-第転蔑髄鞘こ椎骨動脈ぎう分枝を栄養

1吊 ∴1十] 半丁信頼■.､冊 パ誹 を牛津_樟11巨 細＼神輿

全摘出術及び symmx釣開放を行な-1た 緊縮毒lこ際上

摘出に努め紅 痛撃観織は血管芽腫であ-…濃 や

:＼ {<日日畑廿.-pi一 石㌻三十 ･I･｣描甘宜.仁詳 高廿圧出

筋腫と思われる 且例
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嶋旧 農機 を泰 江 病 院う

り返し,大脳避庶鱗部海綿状血管腫的畑窪L鵜原閏と考え

ド)れた湧例を経験した殿で織祭する息症例は翫牙†異性,

昭和5成年2才護をご左片麻輝旧税L追敷にて頭部 Crr検査

を受け右遜臆鱗部紬ねと‡m診断をうけた.保存的加療に凡て

鉦 再び左片麻輝県税サeFrty憂燕3部位をこ裾畑亀を認姦Pjたp

肌fjとを認め㌢こ｡昭和闘隼望月挺‖葦戸左ノ鼻音健棒が増思し義

全麻疹とな-,栄二が U郡上同部位Etこ新たな朝 日血を認め

たサ頭部 沼1賢二の経略的な,変化をみると初回瑚 豊浦i裸

に夏屋号浪i部位に -致して車ざな結節状の淡い石灰化像を認

め}その後石灰飛三傑は多少太きくな"､第二pが9m挽SS測､紺も′

をご"cystと思頼れる低吸収域の出現を認めた.造影 CT

では石灰化像の部位に軽度造影効果を認めた.以上の臨

床像,CT予血管等所見を態とをこ､脳内海綿状血管腫の

自然経過について考察Lたい,

A---8号う全摘出3棒綾に池部位をこ雨発した脳内
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粧 永機- 像 凋 儲 結 語病院)

症例は護り歳の女児.昭和59年轟捌襲撃党酢で発症,

(lrl'l十1.軒高UL'li巨~さ∵､_こゝ十'＼1日ハ ′;言.＼㍉こ.し･.ド
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的∴ ‡寸.吊子∵昌一昌h言】､Lト′}∴ (継目い昌一車J証常軌.日 ,

組織学的に海綿状慮管路と診断された,以後軽快Lてい

たが声鵬年9凱主､㌢)頭痛を訴えるようになり予だf浸1L前
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